
真因追究・解決力を養うための

トヨタ流問題解決手法と改善の考え方
7日間視聴可能

現場で繰り返す“応急処置”で真の問題は解決できていますか？
トヨタで仕組み化された問題解決手法は、なぜなぜ分析から真因を見極め、
現場の知恵を再発防止策にまで落とし込む、圧倒的に実践的なアプローチです。
「なんとなくの対策」から脱却し、「再発させない問題解決」を習得する1日。
現場力を鍛え直す絶好の機会です！！

★日時：2025年9月10日（水）10:00～17:00
★会 場：WEB受講のみ (Zoomシステム)
※LIVE配信／アーカイブ配信（7日間視聴可能）

★受講料：1名 49,500円（消費税込）
同一セミナー同一企業同時複数人数申込みの場合 1名44,000円

★受講資料：製本資料※別途テキストの送付先1件につき、配送料1,210円（内税）

【講師の言葉】

トヨタ自動車で仕組み化されている問題解決手法は、ある決められた考え方に基づいて、適切でスムーズに問題の解決を
図っていきます。仕組み化されることにより、各項目で検討すべき考え方が統一化され、学習した人であれば誰でも要因から
真因まで辿り着くことができ、再発防止策を検討することが可能となります。

しかし、多くの企業では問題解決の仕方や考え方を教えることなく、問題が発生してから各個人の能力に任せて問題を
解決しようとしており、最終的には多くの対応策が暫定対策止まりになってしまっています。それでは発生した問題の対策が
出来たとしても会社の財産とならず、他のメンバーが同じ問題を発生させてしまう可能性が非常に高くなります。

本セミナーでは、トヨタ流の問題解決手法の体系や考え方の詳細内容を解説し、事例をもって理解を深めていただきます。
さらに演習を通して考え方を定着させることができます。

【受講形式】WEB受講のみ ※本セミナーは、Zoomシステムを利用したオンライン配信となります。
【予備知識】設計のプロセスを理解している方であれば特に制限や予備知識は必要ありません。
【受講対象】業種：製造業全般 所属：全部門対象（事務職から技術職まで幅広く対応可能です）

レベル：若手からベテランまで など
【習得知識】１）問題解決のストーリー ２）要因と真因の違い

３）再発防止策の設定の仕方 ４）事例 ５）実践活用のコツ（演習を通して）

◆セミナーお申込要領
・弊社ホームページの申込欄又は、E-mailかFAXにてお申し込みください。
・受付後、受講票・請求書等をメールで送信します。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を申し受けます。

◆申込先

株式会社TH企画
〒108-0014 東京都港区芝４丁目5-11 芝プラザビル５F

TEL: 03-6435-1138 FAX：03-6435-3685

Email：th@thplan.com
URL: https://www.thplan.com/
詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。

サイト内
キーワード検索

0911
（開催日）

検索 TH企画

◆申込書：2025年9月10日トヨタ流問題解決手法と改善の考え方

会社名： 部署名：
住所：
TEL： FAX：
氏名：
Email：

L I V E 配 信
ア -カイブ配信

【受講者の声】・非常にわかり易く有益な内容でした。問題解決に実践してみたいと思います。トヨタでは全員にこの解決手法が
定着しているとのことで強さや安定の理由がわかった気がします。貴重なお話ありがとうございました。

・問題解決の実践活用に向け役立つ内容でした。演習もあり理解が深まりました。
・問題解決で悩む場面が増えてきていたので受講しました。多くのヒントをいただいたので実務で取り組んでいきます。

【講師】 株式会社Ａ＆Ｍコンサルト 代表取締役社長 中山 聡史 先生
元 トヨタ自動車（株）,エンジン設計および開発,品質管理,環境対応業務を経て現在に至る

１．不安定化理論
１）不活性化状態とは
２）ゆでガエル現象からみるマンネリ化
３）マンネリ化（安定最重要視）の伝播
４）不活性化状態を防ぐには
５）活性化状態（不安定化状態）
６）演習 ～不活性状態の抽出～

２．改革のプロセス
１）改革のための必要な視点
２）改革の進め方
３）改革のマネジメントプロセス
４）改革事例の紹介
(1) 日産自動車事例
(2) トヨタ自動車事例

３．ＰＤＣＡとは
１）ＰＤＣＡの意味
２）ＰＤＣＡの役割
３）ＰＤＣＡの実践的な活用方法

４．トヨタ問題解決手法
１）問題の定義
２）問題解決手法のプロセス
(1) 問題の明確化
(2) 現状把握（問題のブレイクダウン）
(3) 達成目標の設定
(4) 要因分析（なぜなぜの実施）
(5) 対策の立案
(6) 対策をやり抜く
(7) 結果とプロセスを評価する
(8) 成果を定着させる

５．問題解決手法～演習～１００円ライターなぜなぜ分析

質疑・応答
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